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r人種差別語（Discriminalion　Words）とは何か（はしがきに代えて）
　本論は、筆者が本誌第4号（2001年3月）に発表した「英語差別用語の基礎的研究（1）：性差別用語」の続編
である。今回取り上げた「英語人種差別用語」とは、特に米国における少数民族、例えば、アフリカ系アメリ
カ人、ユダヤ人、アラブ系アメリカ人、日系アメリカ人などの人種に対し侮辱・憎悪・排斥などの意図を持っ
て、或いは意図せずともその効果を持つ文脈で用いられる蔑称（畠1皿冒）を指すことにする。この蔑称は在住者
を対象に繰り返し使用されることが多いが、場合によって．はその人種の旅行者や一時的滞在者を対象に、さら
に交戦国となった出身国（民）を対象に発せられ、害かれることもある。いずれにしても「英語人種差別用語」
は差別表現一般の一部をなすもので、差別表現は言葉ぱかりでなく、ポスター・漫画・歌・ジェスチャーなど
から、物語一映画・演劇などによっても表現可能である。また木種差釦的蔑称は特定の個人に対し発せられる
場合でも、その背後には、その個人が帰属する人種全体に対する侮蔑や憎悪などの根深い感11青と観念が存在し
ている。自由羊義国の憲法はすぺて、米国憲法もその修正第1条で・「表現の自由」を調っていろが・差別表現
の多くは憲法で保障された被差別者の人権と平等を否定し、被差別者に深い心の傷と社会生活上の不禾■」益をも
たらすものであり、’「表現の自曲」の名の下で弁護一免責されるべきものではないと思う。’
2－1人種差別に用いられる英語（蔑視語・侮辱語・憎悪語・不快語等〕
　人種差別用語（英語では、舳皿io；Iur「人種的蔑称」という言い方が一般的）とみなせる英語は非常に多い。
筆者が目にしただけでもその用語集には、オンラ4ン百科事典のWikip巳di且の英語人種差別用謂をアルファベ
ット」l1頁に並べた‘Li目tofe㎞io冒1皿耐’Iや同じくW坤巴di且の国民別にまとめた‘O甜emiv巳tem叩eエmti㎝舳y1！・
さらには、主要な用語を解説したMo㎡㎝の名著冊畠λ㎜e庇㎜L㎜苫岨即の1Te㎜冒ofAbu；～の項などがある。
これら．の資料を参考に、ここでは米国で強い差別を受けた若干の民族を選んで例示するに．とどめる。
　幸ず、アフリカ系アメリカ人（舳i閉n＾m酊iCanS）に対する差別用語は砧g軌．皿概叫o010肥dが代表的な
ものであり、すべてその肌の色に由来している。肋ckにはちょっとした歴史があり、南北戦争後は鵬叙oと
ともに奴隷時代の連想が強いため彼らに拒否され、代わりにoolo肥dが受け入れられれしかし20世紀前半に
は大文字のN昭mがoolo祀dに代わらて民族名称として好まれたが・1960年代の黒く運動（Black　Pow巳r
Mov巳m㎝t）とともに、人種的誇りを表す語として、彼ら自身がかつて拒否したbj邊o止を復活させた。ヨ
アフリカ系アメリカ人と同榛米国内で人種差別を受けたユダヤ人に対する牽別用語には・もっとも輝繁に
使われるK蛇［k搬］（前半の要素はスラブ系ユダヤ人名に多い一b、却に由来する。後半の要素の説明を筆者
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は見たことがないが、私見ではユグヤ人に多い名前のI。冊oに由来するr．刺芋り差甲岬語の坤からか）．をは
じめとして、刃d市d］（イディッシュ語でJewの意）、此w㎞y／此w月叩（ユダヤ人男性に対する蔑称）、由㎡e
［h自imi1（ユダヤ人に多い男子名即皿朋（原義は生命）から〕、疵bε，He曲匝i＝呵（ヘブライ人H‘ム肥w［hi＝出m］の
略から〕などが用いられている。目系人の蔑称の如’とま」ったく同じ、ユダヤ人差別語切があることに注意
すべきである。この切は北w鮎Amε㎡o朋肋oe醐／用皿oε（金持ちのユダヤ人のドラ娘’ドラ息子）の頭字言費
で・若いユダヤ人女性∫男性に対する蔑称であ払一般にユダヤ人を表すはずの此wωも普通名詞としては
（『ヴェニスの商人』のShylookのような）「高利貸し、守銭奴」を、動詞としては「だまして儲ける」の用法
が古くからあることから、差別語としての含意を持つため、今では一般にユダヤ人を指す用語としては且
乃㎡丘打e珊㎝／此W趾μ個㎝占O正pe叩胎などが用いられる。とは言らてもこの娩曲用法が、かえって、ユダヤ人
には蔑称の含意のある此Wωを避けていると思われて、不快感を与える場合があり微妙で’ある。・
　次に第2次世界大戦中・日本人と同様・．米国の敵国民になったドイツ人とイタリア人に対する差別用語を見
てみ私ドイツ人には第1次世界大戦中に用いられたHm［h＾n］倣壊者、野蛮人の意味を持たせたフン族、
旬奴口・0ED・によると、ドイッ皇帝Wi1helmIIが自国軍を鼓舞する演説に用いたことに由来するとのζとだが、
それが後に自国の蔑称となるとは皮肉である）の代わりに用いられたκ刷くドイツ人が好物とするキャベッ
の酢漬けのSmTkra皿tから）を筆頭に・泥町／G岬（Ge㎜甲を英語の辛だ名風に変形したもの）・崩屹（ドイ
ツ人によくある名の冊edIiohの愛称形から）、N躯’（ナチス）、岬胴凸朗d〃o肋閉d（でくの坊の意味）などが
ある。
　イタリア人にはD惚o［d自go皿1（スペイン語の」〕j昭o（＝（St）J刮me畠，（Sm）Die圭o）からで、もともとはスペイ
ン人を含むラテン系人に対する蔑称から）、W叩［甲o旧1（多数のイ多リア人が㎞tho・tμp巴正呂（＝wop）で移民
登録を行ったことからとの説もあるが、伊達男を意味するナポリ方言のGu即oの英語読みからとする冊巴
ムmeho㎜工加gu昭eの説を採りたい）、α皿舵，Gui皿閉［g㎞］（アフリカのG』㎞oaの黒人の血を引いているとの俗
説から）などが用いられた。このほかG皿i皿e乱の変形と考えられるGヨ皿zo［ginzou1やアメリカ系イタリア人によ
って・来たばかりの同国人に対して用いる、G㎡do［筥wi1d㎝］（よくある男子名に由来する〕などがある。
　最後に、アラブ人に対．する差別用語を見る。λ一珊bはκ且b［舶切を［色i一帽h］と発音を変えることによる変形に
よる差別用語であ孔イスラム教の創始者の名であり、それにちなむアラプ人の男子名であるMo加皿皿丑d，
Mo伽㎜mεdがアラブ人の差別用語として用いられるほか・その省略形のMo‘巴，［m㎝］も用いられ糺メッカ巡．
礼者を意味する’アラビア語に由来する肋ψ，耳ψ匝｛1dヨi1や花m榊がイラク戦争や「9一リ」以後さらに多用
されていると思われ乱同じくアラピア語の少女を意味するB五皿士がアラブ人女性の差別用語になって’いる。
・その習俗に由来するC㎜肥〃d研〃㏄姑γやターバン巻’きの頭を指すTo附1一／R昭一／D物俳加百dなどがある。
2－2オックスフォrド英語大辞典に見られるJaρ⑤の用例
　特に第2次世界大戦申の助ωの多用は、このように敵国出身者への憎悪と・人種差別（咀oi呂m）にその原因
が求められ乱日本人に対する差別用語にはMp（Nipp㎝）や呵o．（東条英機）もあるが・ほぼ切の一語に
隈られる。この語は本来、J且pme昌e（日本人くの）、日本（製）の〕の省略語であり、中立的な（ne皿廿阯）意味
で用いられた。0焔r棚皿g舳D比缶o皿町，2皿㌔d．（1998〕（以下0旧が）の切の項によれば、ほぼ初出例といえる
’I890〃止World　l1．J皿1｝23血〕e　fe肛1e呂呂m冒冒of　d巴刮th，whioh　m出巳呂a垣冒皿bmit．to血e　Io呂呂of　H呂own1冊e咀theT
冊且ntoP巴mit血ed巳舳ofafa血巳正togo㎜且v㎝ged．
（死を恐れぬ日本人は自らの命を犠牲にし亡も殺された父の仇’をとる。訳・下線は筆者。以下同様）
は、切（日本人）がJ叩m巳；eの省略語として用いられ、父の復讐のためなら自らの命も犠牲にする異教的心
性に対する驚きと否定の気持ちが見られるとは言え、今日的な意味での差別用法ではあるまい。o旧がの切
の名詞・形容詞の用例には差別用語としての切は見られない口歴史主義に則りアメリカの用．例も入れている、
この記述的な辞書に第2次世界大戦中の米国における、差別用藷としてのこの語の用例がないのは不思議であ
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る。ただ、用法指示についてのコメントで、192君年の第1版にはなかったthe　word　J即ha畠害tm㎎demg趾㎝｝
oo㎜o曲｛㎜；㎜di筥mw　f釦㎞呂i皿to　di冒皿舵．（切なる語は軽蔑的含意が強く、現在では使われなくなってきている。）
が追加されている。この辞書の現在編集中の第3版には差別用語としての用例が追加されることを願う。つい
でに述ぺれば、この辞書にも挙げている切の動詞用法は面白し・㌔それは比瞼的に「奇襲する」の意味で、言
うまでもなく語源は真珠湾攻撃であろうが、0Eがにそのことは書いてない。しかもこの動詞用法の初出年代
が1957年と非常に遅いが・もっと初瑚のものが今後見づかるであろう。切は将来の第3版での増補改訂を特
に期待したい項目の一つである。
3・1真珠湾攻撃と日系アメリカ人強制収容．
　1941年12月冨日（米国7日）日本海軍機動部隊が、ハワイの真珠湾（Pe肛I　H肛出o正）’にある米国太平洋艦隊基
地を寄襲爆撃し、甚大な損害を与え、目米開戦のきっかけとなった。この事件後、在米め日系アメリカ人は敵
国日本の出身者として猜疑の目で見られた口当時米国には11万2千人から12万人の日本人移民の一世と二世が
おり、そのうちの62パーセントが米国市民権を得ていた。彼らの多くは太平洋岸沿いgカリフォルニア州を申
心にオレゴン州やワシントン州に屠住していれ危険分子とみなされた日本入は、ルーズベルト（Roo冒ewlt）
大統領が1942年2月19日に発した大統領令くexe㎝tiΨeorde正〕第9066号により、内陸の遠隔地に急造された収容
所に3月から姦制収容させられた。これに伴い米国政府は、これらの強制収容所を運営管理する機関である
TheW肛Re1㏄刮i㎝Au冊ohty（WM）「戦時移動局」を設置し、この収容所をW肛Reloc趾i㎝Camp畠と名づけた。
これが正式名称であるが、実態に合わせて‘oon㏄nt冊ti㎝o丑岬昌’「強制キャンプ」や、もう少し穏やかな
‘e珊㎝且吐on　o㎝te冊1「疎開センター」などと’も一般には呼ばれている。この不当とも言える措置に対し、I960
年代から始まった日系人による「賠償運動」（R巴血巳冊MoΨom㎝t）に応える形で、米政府は1988年と92年に正
式に謝罪L賠償した。
　次に、戦時中に日系人が強制収用された収容所の州名一キャンプ名・開所および閉所年月日・収容人員数の
一覧表を、日系人強制収容に関連する各種の充実した資料を掲載しているインターネット・サイト“A
J叩me肥Ame㎡㎜hte㎜1皿tC㎜ヒ汕mI’田によって示すことにする。
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　日系人の強制収容・抑留（intemment）は、彼ら’の出身国の日本による奇襲攻撃と開戦がきっかけであり、
同じ敵国でもドイツ人とイタリア人に対する何らかの拘束は各1万1千人余にとどまり、はるかに少人数・小規
模であった。日本人およびアジプ人に対する蔑視は、すでに彼らがハワイ・米国移民を開始した1890隼代当初
から始まっていた。加えて日本は宣戦布告の形を取らないま．ま、卑劣な先制攻撃をア’メリカ領土に仕掛けてき
たのは許せないとの反日感情が一気に盛り上がり、J即ωの使用が米国社会のあらゆる面に広がっれJo㎞
W．Dowerがその著W〃㎜価㎝fM研oy（1986）で繰り返し述べているように・太平洋戦争は米国ドとっては人
種戦争（胴㏄W肛）だったのである。
’強制収容所（Comen廿且廿on’ht巳㎜e皿t’Reloo且tionC㎞p昌）では、収容された」世も二世も捕虜や囚人扱いで
あるので、すべての日系アメリカ人が切ωと呼ばれた。いろんな場面やメデイアでの切ωの使用の中でも・・
最も痛ましく耳を覆いたくなるそれは、ジュネーヴ条約第54条にもかかわらず、．強制収容所で何らかの理由で
銃殺された日系アメリカ人に米軍の看守・歩哨くgu肛d，昌㎝try〕が用いたものであ乱目撃者によって各場面
の間答が書き残されているJ固pωの使用例には、その場面を生々しい臨場感を持って再現しているインターネ
ット・サイトの資料集“Ame此an　J叩㎜喧s肥I皿t拮mment”がある。¶
　この資料は筆者の知る限り、第2次世界大戦中の自系人強制収容についての質量ともに充実した資料集であ
る。全体は7つの大項目からなる。第1項目のPro－W皿r　I皿tellig㊤皿㏄（戦前の諜報活動〕と表題のついたもの
は、は真珠湾攻撃前の1941年10月と11月に行われた日系人の出身国日本と屠住国米国に対する忠誠度について
の情報収集をおこなった丁止喧M皿mso皿R叩ortという調査報告書であ乱・そg内容を大雑把に言えば・’現在
のところは一世、二世の忠誠心（lo刺ty〕は疑われないが、事が起こってそれが疑われる場合は、一世の身柄
と財産を直ちに連邦政府の管理下に置き、二世に自’らと一世を監視させることを結論としている。真珠湾攻撃
後この結論が輪・をかけて厳しく、’強制収用の形を取ったことは日系人に対する猜疑心が極度に高まった結果で
あろう。
3－2資料集“＾merio帥Jap自ne島e1ntemment’’に見るJaρ⑤の使用例
　Th唱Po1itics（政策・行政措置）と表題がつけられた資料の第2項目は、日系人の強制疎開・（巴w㎝且tion）を
めぐって行政高官が書いた手紙やメモを集めたもので、我々の主題である切ωめ実例を引くことができる。
　例1は、Roo舵vel1大統領によって太平洋沿岸の防衛をゆだねられたJo㎞L．DeWitt中将の1942年2月14日に
H㎝τy　L，S廿m呂㎝陸軍長官に宛てた手紙に、太平洋沿岸にはl1万2千人余の敵になるかもしれない日系人が放置
されていると書いた彼は、後に（1943年春か・？）、次のように言い切ったとい㌔
一’蛆，m仙趾’M川e蛇i；t“t一”
（「ジャップはジャップで、それ以外の何者でもない」、訳・下線は筆者。以下同様〕
＾AJ且p’昌aJ即．”という言い方は日系人個人に対す侮蔑だけではなく・日系人全体に対する無条件の蔑視と不信
を表す代表的な憎悪表現（h刮e≡pe㏄h）となった。この発言に対し1943年4月15日付けのW且；hi㎎t㎝Po冒tはア
メ・リカの民主主義と憲法が軍事的熱心党員によって無視され愚弄されていると非難し良識を示している。
例2は、司法長官のF・㎜oi畠Bidd1直．は1942年の4月17日付けめRoo舵v巴1tに宛てた手紙で、
寸㎝呂i即ed血e　oh釦田1Ex㏄u廿ve　OTd巳叩巴mi出n帥e　exolu昌i㎝畠冒o血巴A㎜y㎝咀1dh副n皿e血e㎏一1t　w肥mvor
iI1t巳nd巳d　to刮叩1y　to　It割1im呂md　G巴皿咀n畠、YouτoIdeI　w冊出五舵d　on’’pmteo士ioI1刮g旦imt　e冒piona壇e趾］d訂gain害t
；誼bo抽ge。
（貴殿は、ジャップスを陸軍管轄下に置けるように、彼らの排除を認める大統領令の原文に署名されたの
であります。従ってイタリア人とドイシ人に1ま適用を意図したものでありませんでしね貴殿の命令は・
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スバイ活動と破壊活動防止に基づいたものでした。）
司法長官の立場からこの大統領令は憲法違反とみなしながらも、時流に妥協し・Roo；eve1士をか1ギうことにな
ったと思われるBidd1eをして、同じ白人であるイタリア人とドイツ人には差別用語を用いない文脈で、目系
人には差別用語を用いている点は注目してよい。
例茱は、1914年I2月15日の国会議事録に記載されたミシシッピー州選出の国会議員Jo㎞R皿㎞の発言であ
る。
○皿oe且Ja　且1w呂a　J田．You　omnot　ohmge趾m．Yo皿o㎜皿ot　m刮ke　a昌i肚旧皿舵out　of昌ow，昌巳皿。Tlle　whi佗mヨ皿’畠
oivilization　h且昌oomo　into　oomf1iot　wi血工且pane呂e　b肛b趾i筥m　md　one　of　t11巴m　m㎜呂t　bo　de昌血oyed、
（ひとたびジャップになれば、常にジャップであります。それを変えるこ・とは出来ないのです。豚の耳か
ら絹財布を作ることは出来ないのです。白人の文明が日本人の野蛮と衝突したのですから、どちらか（む
ろん後者）が滅ぼされなければなりません。）
0皿㏄且切，且1w即M切．は例1のλ切も宜J固pの発展形であ乱真珠湾攻撃直後の発言であるせいか、過激を極
める∴日本人の野蛮な卑しい根性は直らないことを豚の比瞼で語り・自人至十主義を唱えたものである。
　例4は、“ハm巴IicmJ即me畠eI皿temment’’の第5項目目の’M叩orios’と題された二人の日系人のこの時期の
回想録からである。米陸軍の予備役の少尉だったMimru　Y且；uiが19千1年のI2月中旬に現役復帰の命令書を受
け取ヅ部隊駐屯地のオレゴン州Po杣mdに向かうべくU皿i㎝p且cifio　R且i1エo刮dの駅に切符を買い行った時、．駅
員に日系人だという理由で切符を売ってもらえなかった出来事が次のように回想されている。
B皿t　the　tiok巴t且壇㎝t　wmted　to㎞ow　ifI　w酊e且’“地”．Wh㎝1fooli呂hly㎜冒we祀d　t耐hful1ソ出且t1w冊ofJ即me畠e
㎜。・岬，h・祀・P㎝d日dth刮th巳。。皿1dmt舵111・㎜呂岬刮ti㎝t。ぺ’垣I’、
（（切符を草いに行ったが〕出札係は君がジャップかどうか知りたいと言っね私が馬鹿正直に自分は日系
人だと答えると、彼はジャップには切符は売れないと応答した白）
引用は聞接話法で書かれているが、．駅員が実際に．J即を用いたことは・引用符（・・・…）が付されていることか
らも明らかである。
’例5は、・Shqotings・と題された第6項目目は収容所で日系人が取るにたらぬ理由で銃殺された痛ましい事
件の報告からである。その際に加害者の看守・歩哨が用いた切ωの例を見てい㍍
　Shoiohi　J田me畠Ok且mto（30歳〕は1944年5月24日に丁咀1e　L出eの収容所のゲート近くでトラックを運転中に、
歩哨の．Bem皿d　Go巳兵卒に銃で撃たれて翌日死亡した。5月25日付けの∫㎜冊㎜o危㎝肋㎜茄ef紙はWM（W肛
R巳1㏄田tionAu血ority）「戟時移動局」の白人の職員の次のような目撃証言を掲載した。
＾皿・g㎜d舶id，‘D舳g舳皿t．fth且“m．k，’I’㎞・wit皿・畠1祀1拙・d．“Aゆw血・虹呂舳・t。・th・dTiw’昌呂i由
md　I副m呂皿e　the呂u酊d畠且id，1Do皿，t　oome　my　o1o；肛，you　b・…，Al〕out　th拉time　he・d祀w　up　hiHifle・bu肚end・He
w副畠goi皿帥o　hit出m　on曲e　head．The蚊mowd，血eg咀肛d　l〕aoked叩且bo㎜t冊エo巳f肥t㎜d冒hot．”
（『歩哨は「そのトラックから出るんじキない」言いました。いずれにしてもそのジャップは運転席側に出
ていま’した。それで歩哨は「それ以上近づくんじゃない、クソ・ツタレ」と確かに言いました。そのとき歩
哨は、ライフル銃の銃床を振り上げて彼の頭を打とうとしました。そのジャ↓プは身をかわしました。歩
哨は3フィートほど下がり撃ったのです。』）
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この事件についての調査員会の報告書には日系人による別の証言もある。トラックの助手席に乗っていた
丁北m且；㎞を含む8人の日系人による証言である。
　　The舵n血y　ofde肥d㎞m　o甜the　tmok㎜d　oom皿mded　T出品m畠hi　to　dHve．Wi血㎝t五dτiver，筥Iio㎝肥，the　lat佗r
　　expl㎡md，he　oo皿1d110t砒ve皿t皿ok。皿1e舵n岬，it　i冒舶id，wa畠h冊由蛇d且t㎞宮de1且y．Pmm　the皿on，oommmd；
　　wo肥wel1pepI〕e祀d　with　o11冊e畠…To　T吐田m呂hi，；㎜岳we正血巳gl］趾d　i畠昌aid　to　h且ve祀plied，“Yo皿迦md　yo皿
　　V㎜丘i巴nd且肛e　tr｝in畠to　m皿the　who1巳o刮mp．’I
　　（その歩哨はOk㎞otoにトラックから降りるよう命令し、丁出邊m筥hiに運転するよう要求した口・後者．は運
　　転免許証がないので運転できないと説明した。歩哨はこの遅滞にいらだったらしい。その後は命令にのの
　　しりが多く含まれていれTak且m冒hiの応答に歩哨は「お前らジャップとお前らの戦時移動局の連中はこ
　　の収容所を取り仕切ろうとしていやがる」と返答したと言われている。）
　例6は、家族から引き離され精神を病み自殺未遂も傘てた1o㎞oSh㎞od且が、1942年5月13日にFo血SiI1収容
所から脱走を試みたとして監視兵に銃殺された事件についての、事件直後の13’日付の冊Iのメモからである。
Om理b㏄㎝emndly㎞冒me㎜dw呂p1刮㏄di皿thePo血Si1lAmyHo冒旧it乱1He1＿田此m畔dtoe筥o即e㎝May13．
1942且t7：30乱m川、hew且；昌hot㌍dkmedbytwo畠hot冒．
（ジャップー名が軽い精神異常を来たしPo廿Sil1陸軍病院に収容された。．彼は1942年5月1ヨ日午前7時30分
に脱走を試み、2発で銃殺された。〕
　例7は・Hik句i　T吐e皿chiがM㎜1㎜肛収容所で1942年5月16日にPhi11i脾兵卒に銃撃され重傷を負った事件に
ついて、その隼の夏に出たWMの報告書から、監視兵の日系人への対応について述べた部分である。
1且冒ked　Lt　B皿o㎞erifa　gu町d　oIdeエed且J五岬e舵who　w舶outof出omd昌to　h且1t㎜d砒e晦didmtdo圭o≡wo皿1d血e
畠u皿d　aotuψ畠hoot　h皿・Lt・B皿o㎞oI，冒祀ply　w珊血酊he㎝1y　hop巳d血e　gu肛d　would　both巴“o肥k　him　to刷t．He
直xp1由Jled冊且t　the　gu肛d昌we祀fi皿di11g　gu肛d舵wio巳ve町monotonoΨ畠，md㎞且t　m血i11g　wo皿1d昌uit　th己m　better　t11｛m
to　hav巳a1iヰtle　excitement，齪10h珊呂hooti血g　a　I型一
（私はB皿c㎞酊中尉に、立ち入り禁止区域に入った日本人に止まるよう命令して、そのジャップが止まら
なかったら、監視兵は実際に彼を銃で撃つのか、と尋ねた。B皿o㎞eTは、望むらくは監視兵が彼に止まる
ように面倒でも言っても・らいと答えた。彼の説明によれぱ、監視兵たちは監視任務に非常に退屈しており、
ジャップを銃で撃つような、ちょっとわくわく・することが彼らにはあつらえ向きなのだということだっ
た白）
引用文は二世が収容所の外へ出たので銃を発射された事件の報告の前に置かれた文で、文脈はそんほど明らか
ではないが、恐らく“r’は報告書を書いたWRAの一員で、Buo㎞巴I申尉は収容所長か監視長なのであろう。
この文は半ば私的な聞き書きになっているので、切㎜ε舵と切が一文中に混用されている点が注目される。
WRAは収容所の日系人に比較的同情的ではあったらしいが、同時に収容所を管轄する行政機関でもあったの
で、その二重性格が反映しているのだろうか。
　例．8は、1〕i5i11皿sio皿血e皿t（幻滅）と題された資料の第7項目にあるJo昌eph　Yo冒hi；uke　K皿ih趾乱の手記からで
ある。彼は戦前までは一世の指導的立場にあって、米国に溶け込むように積極的に働きかけたが、Mmzm酊
に収容された後は反米に転じ、米国政府への抵抗運動の扇動者になった。引用は、1941年12月29日・メキシコ湾
沖の漁からSm　Diego港に戻って来ると、突然、海軍将校に連行されたが釈放され、自分の船に乗った時のエ
ピソードである。
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No冒oomr　when1bo肛ded血e畠hi旧th㎜且口1由］l　clot11巴畠m田皿yeI1ed／’Hey1you塩I　wmt畠om亨in施mation．Yo皿
bett酊tell　m巳eve岬血h星，oI　I’lI　kiok　you　in　t11e一一一一．’’My　blood　l〕oiled．I危1t肚e　oll1出b㎞g　hi苫h閉d　o冊
（私が自分の船に乗るや否や私服刑事が、「おい、てめえジャップ、．おれは情報を知りて一んだよ。洗いざ
らい言わね一と、蹴・りこんでゃるからな」と叫んだ。私のはらわたが煮えくり返った。彼の頭を殴りつけ
たかった。）
真珠湾攻撃後、犯人やスパイ扱いされた日系人に私服刑事が高飛車に出ている姿が想像され孕。
今度はK㎞hmがS㎜Diegoの港湾長gところへ出航許可を求めて行った時の聞答からであ乱
Seei㎎lhaHw舳J叩㎜e冒巴，ho’冊id，’’NopemitfoImy垣．’’We肛g皿edawhilo．Lo呈㎞出筥tem脾he；且iぺ’Get
○皿t　oI1加t㎞ow　you．out．，’So1to1d　him。“S牢o術oeTI　wo祀血且t㎜ifom　whenソ㎝we正e冒Ol1㎜bom．I肥wed　h
血e　U．S．Am収㎜d　fo凹呂ht　foI　Democ祀oy．I　may　be且蚊in　fe且tl1爬bl1t　I品m　m　Amerio㎜。Unde冊tmd！’I　I呂刮w　fi鵬
in　hi；ey巳冒，お皿t　he．h乱d　no　fl1舳eエwoId畠to冊y。
（私が目本人だと見て取ると、「ジャップには許可を出せない」と彼は言った。私たちはしぱらく議論．した。’
彼はかんしゃくを起こして、「出て行かないと、放り出すぞ」と言った。そこで私は彼に、「なあ軍人さん
よ、俺だって君が生まれる前にはその軍服を着てたんだぞ。米軍に入って民主主義のために戦ったんだ。
俺は顔つきはジャップだが、アメリカ人なんだぞ。分かるだろう。．」と言っれ彼の目に激怒の火を見た
が、彼は二の句が継げなかった。）
戦時中、常に切，助と言わ’れていた日系人が、上記のように自らを切’と呼ぶ場含も珍しくない。その場合、
理由は二つあるように恩え’る。一つは諦めと卑下の気持ちからで牽り、もう一つは相手が使った用語を投げ返
す一種の開き直りからであろう。KuTih趾乱の“I　may　bHJap’’は、俺はお前たちの言うJ理かもしれない
が…　　と開き直っているのである口
　K皿肪mの次の切皇の用法も開き直りであろう。M㎜zm趾の砂嵐が吹き込む過酷な収容所生活を体験して、
米国政府のやり方に抗議するモノローグ的な一節からである。
Whydidnot血egove㎜en岬milu畠to肥㎜㎞whe祀wewe鵬1W肥itb巳o丑u呂e血e呂oΨeI㎜entw肥皿mb1舳ogiv巴
u畠th巳p正ot㏄tion？Ih割v巴myd㎝bt．Thegovemm㎝t㎝皿Idh冊e舶冒ilyd㏄1酊日dM血ialL刮w廿opmt㏄tu畠．Itw舶not
血e叩e帥ion　ofp工o此otion．It　w且；出eo丑皿；e　we　we祀幽Ye昌，迦旦！
（政府はなぜ我々が元いたところにいるのを認めなかったのか。政府が我々を保護できなかったからか。
疑わしい。政府は我々を保護するために簡単に戒厳令を出せたのに。保護の問題ではなかったのだ。我々
がジャップ、’そう、ジャップだったからなのだ。〕
少なくとも二世は収容所送りにはならないという期待を裏切．られたK皿肺趾乱は、最後に西部地区防衛司令長
官のDらWi肚の、筆者も先に引用した悪名高い“A　J即’呂a　J即．On㏄a　J即，田1wy宮・且J且p、”を引き・そんなアメリ
カの市民権を拒否し、1ooパーセント日本人になる決心をして帰国した。　　　　　　　　　　　　＿
But　to　G㎝eml　DeWltt，we　we祀且11刮1ke一’A蝿’’　1呂wo祀to出ecom巳刮J且p　IOO
peエcent壬md　nev研to　do　a皿ot11巴正d且y，冒wo－k　to　he1pユhi冒ooun町丘筥ht冊畠w虹・
（しかしDeWi肚大将にとって我々はみな同一なのだ。「ジャップはジャッ九ひとたびジャップになれば・
常にジャップ」なのだ。私は100パーセントジャップになり、もう一日たりともこの国がこの戦争をする
のに手を貸さないことを誓った。）
一7一
3－3真珠湾攻撃直後の新聞に見られるJaρ倒の用例
　筆者はこの種の新聞を探していたが、なかなか手に入れることができなかった。幸いにも今回うってつけの
資料を見つけた。それは、胱o　q．’C趾㎝，colleo蛇d，P㎝r川肛bor政舳：＾N帥φ固per＾㏄㎝皿f　of伽砒允巴d8曲的ポ
肋卯j耐o　Wo柵・W㎞皿（C且；刊e　Book；，2001）で、以下の引用はすべてこの本からである・（頁数は本書め頁数を
表す〕。
　日本軍の真珠湾攻撃直前に、米国政府内にあわただしい動きがあらたことを窺わせる新聞記事が見られる。
1941隼12月一日付けの∫伽冊㎜o加㎝C年㎝允化の号外（p・6）では・東南アジア情勢に対するHul1国務長官の和・
平提案を巡る日米交渉の最申に、日本はインドシナ派兵を増強し、危機を感じたH皿11長官とH乱1if跳英国駐米
大使が急邊会談し、情報交換幸行bた旨が報じられた。同じ聞題で一2月3日付けの嘩D舳畠〃o皿軸此眺
（旧．7〕は・Roo舵wlt大統領が野村吉三郎駐米大使にインドシナ派兵の増強が交渉の蹟きになると説明を求め
た旨を伝えた；日本の回答がある宇定の12月5日付の航P囲皿1刊㎝e‘rPエ棚，通常版（p．IO｝は、＾哩
ANSW日R　TOD人Yl　BREAK　NEAR’I（F本日ジャップス回答、決裂間近」訳・下線は筆者。以下同様〕とHul1
提案が孝巨否され、交渉決裂間近かと予想した。相付けの肋〃皿o肥λ皿er加舳，通常版（P．12）は、
’’ROOSEVELT　SENDS　PERSONAL／M1…SSAGE　TO肚1ヨMPERORII（「ルーズベルト、ジャップの天皇に私信
を送る」〕との大見出しで、戦争の危機にあ名ことを伝える警告文を当日・送ると報じた。いわば、その回答が・
真珠湾攻撃であったと言える。
　真珠湾攻撃直後のアメリカの新聞各紙はまず号外（E加咀）を多数発行しれワシントンの皿㎜e邊H研舳は
12月呂日の号外（p．27）で、＾垣匹Bomb　H㎝olu1皿ん㎞d　Mmi1a，S且ソ冒P．D．I’（「ジャップス、ホノルルとマニラを
攻撃、と運邦政府発表」）と大見出しで報じた。この記事から分かるように7日にマニラにも日本軍による攻撃
が加えられた’のである。この一面の小見出しに“S㎞脚o｝e　Set　fo士垣W肛皿r日刮t’I（「シンガポール、ジャップ
の戦争脅威に対し配置」）と書かれ、マニラ政府が危険地帯からの疎開を国民に命じたことを報じた古同紙の
同日発行の通常版（p．2S〕．では大見出しの“J即皿e畠eOpenW肛㎝U，S，P1ee曲i皿B舳1e　OffHono1uh’’（「日本軍
米国艦隊をホノルル沖で攻撃、開戦す」）には助坦は使用されていないが、同じ」面の小記事の見出しには、
“攻W酊Sto旧目Weld巴丁冒’StIikeII（「ジャップ戦により溶接工組合のスト中止」〕、“B舳呂h　B且tt1巳蚊in　M且1乱y且’’
（「英軍マレーの日本軍に皮撃す」）、＾垣R巳ply’A．LiE’H皿11丁巴11呂Envoy畠’’（「ハル（国務長官〕ジャップの回
答は「大うそ」と和平使節団に言明」）と初ωがちりばめられてい乱
　ここで、8日付け号外で切ωを用いた大見出しを列拳してみる。．
　　　雌A1R　TROoPS’1N　PHILIPPINES（「ジャップ空軍部隊フイリッピンに上陸」〕（皿εP舳ad吻肋
　　　E岬凹j肥巧月x舳（P－37））
　　　エ蝿BOMB’U．S，ISLA★DS（「ジャ．ツプス米国諸島を爆撃」）（THE月＾TWM0朋
　　　NEWS－P08τExt閉（p，43）〕
　　　“WAR∫U．S．Lo昌畠HoaW／1n地一‘B1i匝1㎝／H刮w且ii㎞I呂I且皿d昌’’（「開戦、ジャップのハ．ワイ島へのピ電撃」
　　　で米国大損害こうむる」）く〃曲bu助∫㎜一胞昭r幼，Ext咀⑫．50〕〕
しかし、高級紙として名高い冊e　N巴w　yo欣”皿閉のCity　Editi㎝（旧、22）は’’JAPAN　WARS　ON　U．S．AND
B㎜TA㎜：／MAK日S　SUDDEN　A㎡ACK　ON　HAWAn．．．”（日本米英に開戦、ハワイを寄襲）」）との大見出しと、
地w脆欣胱r舳耐肋皿e．（口。46）は“J刮p㎜D㏄1㎜；W皿on　U－S、㎜d胱胞㎞，∫H宜w且ii旧ombed。。一”（「目本米英に宣
戦布告・ハワイ爆撃」）との大見出しおよび一面関運記事では助ωは使われていない。
　次は9日付の乃e　T㎞齪肋j㎝の一面トップの大見出し（咀．57ジ’JAPS　TRYTO　BOMB　COAST；’ROUTED
○冊GOLDlヨN　GATE’I（「ジャップス沿岸爆撃をもくろむも、金門橋から飛び去る」〕は、戦4恐々としている
戦時の状況を報じており、関心を引く。畠日に敵機と思われるものがサンフランシスコ湾上空に来襲したが、
サーチライ’トに照らされ、また何らかの米軍の措置により引き上げた、という未確認情報である。同じ．日付の
B皿o〃〃E昭胎の一面トップの大見出し（p．55ジ’N．Y．一1ヨo㎜d　Enemy　PI㎜e昌A1刮m　lヨ皿血e　No冊碗；t’’（「ニューヨ
ークに向かう敵機発見北東部全域に空襲警報」）も未確認情報によるものらしい。ごの一面に冊e”皿閉砺’o皿
が報じたとも・のと同じニュースが“N丑W　H㎜ti皿g迦Ahc祀丑o肝C且1ifomi乱II（「海軍ジャップ機をカリフォルニ
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ア海上で追跡」〕の見出しで小記事として出てい私
　．12月7日の真珠湾攻撃の3日後のlO日にルソン島で米軍が挙げた戦果を報じて、冊巴H㎝oluh＾d附｛j舵rは
“U，S．BOMBERS　BLASTTH冊E’皿T1～ANSPORTS工NPHlLlPP皿旧SI’（「米爆撃機フィリピンでジャップ輪送
船3隻爆破」）との大見出し（p．59）で報じている。同じ一面の“J理Stm屹芭y　Believ巴d　To　So且肚e川．S－P0T㏄昌”
（「米軍分散がジャップの戦術確か」〕は、日本は米国の陸軍と海軍を太平洋の広い地域に分散させる戦術を取
っていると思われると報じた言古事の見出しである。12日付の焔wYo派Wo地一Te’昭丁固mは’’肚PLl…ETON
RUN’’（「ジヤップ艦隊退却」）との大見出し（p．63）で・米国艦隊による戦果を報じている・
3・4ヒロシマ原爆投下直後の新聞見出しに見られるJaρ⑧の用例
　ワシントンDCの三ミソニアン航空宇宙博物館で2003年12月15日に開かれた丁エノラ・ゲイ展』（1ヨmla　O且｝
Exhibition）に展示された、広島の原爆投下を．伝える翌日発行の米国諸新聞の切邊，Mpをふくむ見出しを撮影
した写真を見る。これらはGoog1e検索による「ピンキイ君」のホームページ「日本の歩き方」のヒロシマを
見出し語訳とともに転載させていただいたものである。咀
広島への原爆投下を報じる各新聞の掲示板
「ジャップどもはもう長くない・アトランタの科学者談」’
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3．「原爆はニップヘの新たな降伏勧告」
3－5戦時中の軍事ボスターに見られるJa昨，の用例
　第2次世界大戦中米国では、敵国日本・ドイツ・イタリアヘの敵悔心を煽り、国威発揚のためにポスターが
発行された。ここでは＾J叩me肥AmeIiomIntemm㎝t　C凹㎞㎝h㎜’’のPo冒t巳I昌fromWoIldW且TII蓼から数点を紹介
したい。キャプションの訳は筆者のものである。
1　St丑y　o皿t1肥Job　U皿t皿Ev艘ry　M皿rdehn芭
2－Th6J叩W町．、、CoId－B1ooded　M皿rdor！
　（ジャップのやりロー冷血な人殺し！）
JAp（人殺しジャップを全員一掃するま
で任務を続けよう1）
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3Att齪■k　o皿皿C皿uc乱s1o皿Wom齪皿（白人
女性を襲う（日本兵〕）
立てられた。）
　ポスター1は、米軍捕虜が日本軍に虐待されている絵に“3200Y丑nkP正i畠㎝eT冒Ki1led出yJapT㎝血τeIn
PH1i叩he畠：C皿eパM虹oh　ofD朗冊’D巳畠o㎡b日dI’（フイリピンで3200人の米軍捕虜がジャップの拷問で殺される。
「死の行軍」かくの如し）という見出しの新聞を挿入して・絵の上に’’Wh趾酊巳脆u豊oi㎎to　do刮boutit！”（こ
の現実に君たちは座して待つつもりか？〕と反語的間いかけ文をつけ．て扇動す乱＾S帖y㎝the　job’’（仕事を
続けよ）は戦時中よく用いられた「銃後の守り」幸奨励する文句のひとつであろう。主見出しの’’M皿deing
J即”「殺人者ジャップ」は1憎悪がみなぎった、どぎつい言葉である。
　ポスクー2は、捕虜になった東京空爆隊の飛行士を日本軍が処刑している写真に、ポス・ター1と同じように
“迩Ex㏄凹te吐㎝旧ofTokyo　A廿Raid巴耐’’（東京空爆隊をジャシプ処刑〕との新聞見出しを挿入し、この写真の
上に“The地W且y」Iの標語を掲げ、写真の下に’一We’I1m永e　them　p町if　y㎝ke叩叩PRODUC皿ON’’（諸君
が生産を続ければ、我らは奴らに償わせることになる。）とこれも銃後の守りの大切さを訴えたものである。
　ポスター3は、文字のJ即占はないが、海軍の日章をつけ・ゴリラと化した日本兵が白人女性に短剣をかざ
して掴みかかろうとしている図柄に、自人が黒色人種や黄色人種のような異人種に感ずる恐怖感と敵意を、敵
国兵士に自国の女性が陵辱されるシーンを描いて煽る常套手段が見て取れぺ滑稽に思えるものである。
ポスター4は、飢えた日本兵ネズミがネズミ捕りにかかった図柄である。板にはMAT1珊ALCONSUMPT10N．
（物資消尽〕と日本軍が食い詰めたと表現されている。
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3－6戦時中の軍歌（War　S㎝gs〕に見られるJ自ρ‘s，の用例
　反日軍歌の多くが真珠湾攻撃直後に、作詞・作曲・吹き込み・レコード発売されれ
3。“W巳，咋Go㎜且H帥e　to　SI叩the　D的
　Little　J且p’’（1941〕
4“You，祀且Sap，M土、J刮p”（1941〕
レコード1，2、“Remember　Pe目rl　H目rbor’’
　日本軍による真珠湾攻撃直後に反日感情が一気に噴出した結果は、レコLディングされた軍歌にも見られる。
「真珠湾を忘れるな」はすぐさま合いことば（Slogan）となったと思われる。その標語を歌の題名に用いた
“Rememb已エPe酊1H趾boI”という同じ題名の歌が2曲登場する。内容はかなり違い、1曲目は、自由のために戦
死した祖先を忘れずに我々も勝利に向かって突き進もう、と鼓舞する歌詞で、日本軍もただ‘冊呂fo巴’と述べ
られているに遇ぎない。この、D㎝R巴idによって作詞され、’バンドリーダーのSm1my　K乱yeによってbay　of
I皿f且叩y「屈辱の日」（真珠湾攻撃を受けた1941年12月7日の翌日、Roo肥wlt大統領による対日宣戦布告文に用
いられた言葉）のlO日後にレコーデイングされた曲は・“M肛chwi血畠piTit”（元気の良い行進曲〕といわれ・全
国のラジオ局かから放送され、翌年1月にはたちまちヒットチャート3位に上った。この曲のレコードは、イン
ターネット・サイトUni冊的ofMi冒芦o咀Ti－Km畠且昌CityLi出咀正i台畠のPe肛1H肛boT－Po旧u1肛So㎎畠I皿で聴ける。
　同名のもう1曲の方はPエmkL皿therによって作詩され、亡趾畠㎝Robim㎝によって演奏され1942年3月27日にレ
コーディングされた。こちらの歌詞は、日本人を明確に敵と定め、この裏切り者の敵には「目には目を」の復
讐を誓い、
Remem出eI　Pe趾I　H肛出or
Wipe血e迦
Pm皿㎞em副p
Give，em　h已11！
（パールハーバーを忘れるな。ジャップを地上から抹殺し、地獄に落とそう。訳は筆者。以下同様）
と狛pは1回しか用いられないが強烈である。引用の歌詞には・イディオムが二つ使われ呼伽∫o皿eboψでo⑳
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左om伽m即（消減させる）、Oルe㌔皿加〃（目にもの見せてやれ！）が用いられているが、そう←た比ゆ的な意
味よりも、筆者訳のように文字通りの意昧に取るほうがよく、畑とm即の押韻が効いていると恩う。この曲・
のレコードは、インターネット・サイト資料功e　Auth㎝tio　Histo町Ce皿帖丁の工efポ伽即∫o皿ε切邊’㌧皿巴Mu侶’o
of　WW2の1曲目で聴ける。11
レコード3．“Wo’肥G㎝na　Have　to　Slap　the　Di～L拙1e　Jap”
　3番目に紹介するBob　Mi1ler作詞、C酊；㎝Robi皿昌o皿演奏の曲は、戦争の狂気をむき出しにした悪名嵩い人種
差別の曲である。曲名からして、“W巳’肥Go㎜且Ha刺らS1叩血e　D的Li肚1e　J割p’I（おれたちゃ卑劣なジャップの
小男を打ちのめさずにゃいられない）と、侮蔑と憎悪と復讐の入り混じった感情をもろに表現したものである。
この曲も真珠湾攻撃を受けた直後にレコーディングされた。歌詞は1番から4番まであるが・それぞれ
We㌔e　go㎜宜h帥eto睾1乱p　thedirty　lit日巴地
And　Uno1巴S誼m，冒th巴guy　who　cm　do　it
（おれたちゃ卑劣去ジャップの小男を打ちのめさずにゃいられない
アンクル・サムはそれができる男だい）
が発句になり、we8o他邊伽伽d卿〃oε切（おれたちゃ卑劣なジャ’ツプの小男を打ちのめさずに置くものか）
が結句になる。このωo1巴∫田㎜はアメリカ人の自称である。多分この歌から’肪e　d卿舳e切が戦時中の日本
人に対する代名詞と化L，Wεo㎜do　jtが負けてなるものかというアメリカの国威発揚の標語となり・広く行
き渡ったのであろう。この曲のレコードは1と同じUniw呂i呼ofMi呂畠㎝ri－Km畠且昌CityLibr趾i巳目のインタニネッ
ト・サイトPe趾1H酊boエーPopuI皿S㎝g昌1！で聴ける。
レコード4．“You’r畠日Sap，Mr．Jap，，
　4番目に紹介する歌は、C且珊m皿餉，R巴dm㎝d，Sim㎝の3人合作詩、C曲rl　Hoff演奏の一’You1祀且S且p，MI，J叩’I
（ジャップさん、お馬鹿さんね）という曲で、この血も対日宣戦布告の3時間前に書かれたと言われている。歌
詞は3番まで出だしの2行は同じで、
You，祀且；即，Mi．J理，yo皿m出e刮Y㎜kee　o祀皿ky
You㌔e　a　s且p，Mr．堕，UmIe　S師n　i畠go皿皿且叩m止y
（ジャップさん、お馬鹿さんね、ヤンキーをよろめかせたって
ジャップさん、お馬鹿さんね、アンクル・サムがあんたのお尻をぶってあげるわよ）
と身の程知らずの’日本人を椰楡した歌詞で始まる。この歌詞では舶pと切，o㎜狩と叩㎜ky（＝畠p且血you〕が
押韻し椰楡した調子を高めている。4番まである歌詞は、それぞれ“Yo皿’肥副昌即，昌叩，舶p，Mエ．Jap’’で終わる前
の行に、最初に紹介した曲のように、“PoIwe伽’llwipethe㎞i昌Ii呂htoff血em且p’I（おれたちゃ（あんたたち）
枢軸国をこの世から消滅させてやるからさ）と厳しい表現も忘れない。この曲のレコードも、インターネッ
ト・サイトUniv巳冊ity　ofMi畠畠ouri－K㎜呂冊City　L冊mH閏のコレクションP且o冊o皿嶋刮te一ヨで聴ける口
　実は・I942年に同名のPopeyeの短編映画が反日プロパガンダとして制作されたが・≒の曲を映画の中で
Popeyeが歌っており、歌と映画の相乗効果を狙ったものである。米国で戦後㌔戦時中に作られた人種差別色
の強い映画はpolitio割1㎝π㏄t爬冊の立場から・上映やVIDEO，DVDでの発売が禁止されたため見る機会が少な
いが、この映画は、Th巳A皿th㎝tio冊呂to岬C㎝t研のWoIId　W肛1L’‘W　II　in　Toon’1百でその断片が見られる。し
かLPope｝日の反日、反ナチの映画とともに本編を収めたDVDが‘foI血e冒血的ofAm巴Hom㎞；t岬’と目的を
限ってドーネーション（＄16〕により入手できる。映画の方は、水夫のポパイが船で海をパトロール中に・日
本軍の漁船に擬装した船に出くわし、目本軍は彼と和平条約を交わし署名する華りをするが、後ろから彼を殺
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そうとする。　しかし彼はホウレンソウをかじり孤軍奮闘して日本軍に勝つという、真珠湾攻撃にかけたスト
ーリーの1O分ほどのアニメである。
3－7戦時中のプロパガンダ映画乃百Ba柘ofC肋a（1944）のナレーターの用いたJaρ倒
　米国が第2次世界大戦に季戦した直後に、陸軍参謀総長のGeorge　C－M皿冒hallは兵士たちに、今度の戦争に対
する心構えを説く・べく、ドキュメンタリーのプロパガンダ映画の制作を思いつき、当時すでに1一助ppe皿bed
0冊M且肚（19ヨ4），倣．∫皿紛Goe“oW珊肪g‘o皿（1939〕，Me砒Jo㎞Doe（1941）などで名を成Lていたハリウ
ッドの映画監督P祀血C叩冊に白羽の矢を立てた。始め薦躍したC刮p咀も説得され、伽仙d巴to　W㎞（1942）を
第1作に1945年までに全部で7作の映画を制作した。これらは後にまとめてWhy　WePightシリーズと名づけら
れた。彼は敵国のドイツーイタリア・・日本の枢軸国から奪い取ったニュース映画と味方のイギリス・フラン
ス・ロシア・申国などの同盟国のニュース映画や宣教師が撮影したフイルムを巧みにモンタージュし、地図・
標語一音楽・ナレニシrンを加えて、この戦争が、野蛮凶悪な世界制覇を標携する狂信的な帝国主義国家に対
する文明と民主主義と正義と平和を護る戦いであることを明確に出張し、この戦争を戦わなけれぱならない理
由を明らかにした。この陸軍省が制作したプロパガンダ映画シリーズは、米国内で高い評価を得て戦時中、何
百万人もの米軍兵士に皐せられたあみならず、フランス語・スペイン語・ロシア語・申国語に吹き替えられて
海外にも酋己給されたということである（Jo㎞W，Dower，pp．15－16参照）。
　我々が特に注目すぺきは、シリーズ6作目の冊巴肋他ofC出h邊（19μ）そある。中国が4千年におよぶ歴史を
持つ悠久の国家であり、これまで一度も他国を侵略したこともない文明国家と賛美される。この広大で人口が
多く資源に富む中国が、資源のない野蛮な小軍家の日本に狙われ、日中戦争によらて、不当にも上海を攻撃占
領され・満州を侵略され・南京虐殺の惨事を受け・すべてg港の制海権も奪われた。それにもかかわらず・中
国はよく苦難に耐え、団結して国家再建にいそしみ、中国軍に食料と物資を輸送するためのビルマ・．ルート
／Buma　Ro且d）を連合軍と協力して造る偉業を成し遂げた。この映画の主張は、中国は米国の同盟国であり、
真珠湾攻撃はこのような日申戦争の延長線上にある日本の帝国主義によるものだということである’。以上の内
容を持つこの映画は・1927年に当時の田中義一首相赤天皇に世界制覇の筋書きを‡奏した文書とされ、今では
偽書とみなされている「田申上奏文」．（T㎜出且Memo洲）を日本の侵略意図を裏付け．る文書として何度も画面
に出すなど問題はある。この映画のナレーターに起用されたAnth㎝y　Vei11研は、特に映画の後半、日本軍の
攻撃の場面にかぶせるように、
“th巴iw田dimg　J理肛my”，“J靱oonq皿e畠t　of…’’，“迦foIc巴呂’’，“釦w士mocllh閉I〒，“J型里呂咀皿o皿皿ded　th巳oity”，＾J型旦
伽k・dSh且皿幽i、”，’’座肥。祀t1ybmk巳且11th・且壇祀』m・・t畠．”，一’垣㎞d巳dth巳岬．”，“地柵田t・dNmgki㎎皿d
㎞1巳d43，OOOP岬1・．I’，一’幽’lif・lh・”，“t。昌冊Ht垣I’，・他．
．と立て続けに日本人と日本軍を切ωと呼んで、はばかるところがない。こうしたことは、戦時中のプロパガ
ン．ダ映画である以上、我々も戦時中は鬼蓄米英と呼んでいたことを思えば当然と言えないこともなへ筆者の
見たこ？映画は・WoI1dW皿nと名づけられたシリーズの第3巻に・Why　WeFightシリ⊥ズの第5作のナチスー
ドイツのロシア侵攻を扱った冊巴肋伽‘ofRu珊由（1943）と併せて収められているDVD14による。
3－8John　W．Dower，焔r〃怖o岨〃眺yに見られるJap｛s〕の引用例
　John　DoweTのW虹w柵㎝fMeWは・米国の敵国日本に対する憎悪表現として多くの文書やメディアに現れ
た助ωの引用例を多数収めている。それぞれの引用には出典が巻末の…主で示され信頼できるものである。そ
g中から若干の用例を借りることにする。
・ハリウッドの映画監督Pエmk　C即祀は、陸軍参謀総長のGeo㎎e　M肛sM1の要講でプロパガンダ映画．W妙We
聴胱シリーズを作ったことは前述したが、その計画段階のメモで、“Let㎝T　boy畠’he肛血巴N砒i畠㎜d血e堆
昌h㎝t血e缶own　c1出m；of　m出t研一冊o己o皿d．’’くp．16）（ナチスとジャ．ツプが支配民族であると豪語するのを、兵士
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たちに聞かせてやれ。訳は猿谷要監修・斉藤元一訳．『容赦なき戦争」（平凡社ライブラリー〕によ’乱以下同
様）と述べて、この戦争の理由を兵士たちに知らせることを映画製作の目的とした。
　真珠湾攻撃を受けた後、海軍大将Willi乱m　H出eyは∴憎しみに燃え“Kil1地，kil1迩，hu　mo祀畑”（p．36）
（訳省略〕のスロニガンを掲げて部下の士気を高めた。後に南太平洋米軍総司令官になった彼は過激な表現を
得意とし、1944年初めの記著会見で、当時世間で言われていた’’The㎝蚊good　J叩i冒且細d　J且p’I（唯一の良き
ジャップは死んだジャップ）を“The㎝1ygood垣i畠aJ乱p由ho1冒出e㎝de且d畠ixm㎝th；’I（p．79）（唯一の良きジ
ャップは6ヶ月前に死んだジャップ〕と即席にもじって述べたとい㌔
　1943年3月号の皿皿‘誌は
“Low－flyi而g　igl1teτ呂tumed　lifebo且t畠towed　by　motor　b肛ge畠，刮nd　p且ok巴d　with匝目u岬ivoエ畠iπlto　b1oody呂ievo畠。
Loo肥d　on血e姐w珊t1le；刮me　f巳moity　wl1ioh　they　h且d　often砒p1町ed。皿1i；tヨme　few，if　my，堕i皿b舳1e　gTeen
爬刮。h・d冒h。肥・”（旧・．φ7〕
（低空飛行の戦闘機が［モーターボ］トに曳かれた、（筆者補足）］生き残りのジャップでいっぱいの救命
ボートを血の海［水漏れ船（筆者註）］に変えた。ジャップに浴びせられたこの残忍さは、かつて彼らが
しばしば示したものである。今回の攻撃の結果、岸にたどり着くととができた［軍服を着た（筆者補足）］
ジャップはほとんどゼロに近かった。）
と、報道している。
　1927隼に晦hfof∫亡止㎝j｛号で初めて大西洋単独無着陸横断飛行に成功したCh肛1esLin此e正筥hは、太平洋戦
争中、軍事顧問として海兵部隊の任夢につき、その見聞を日記に書き残’した。’彼は19仙年7月I3日に日記で、
＾Itw乱昌肚eely皿dmi肚巴d’that昌omeofour；o1dier呂to血祀dJ岬施㎝巴丁；㎜dwe冊o皿el　mdb肛b且Tio刮tim巴目且目the
地士hem冒巳1v巳冒．Ou正me皿thi皿k　mthin呂of冒hooti皿g副J叩㎜e昌e　pエi冒o皿e正om昌oldieτ且ttem咀ting冨u皿巳皿de正・They血e趾
tlle迩wi冊1e朋祀呂p巳ot血m　they　would　give　to　mim且1，md出巳冒巴肥廿呂皿e　oondo皿巳d　l〕y釦mo畠t　ev巴町om。”　（p．70〕
（味方の兵士たちに中にも、［ジャップの捕虜を虐待し（筆者補足）］ジャップと同じくらい残酷で野蛮な
者がいたということは、広く認められていた。われわれの兵士たちは、・日本人捕虜や降伏しようとする兵
士を射殺することをなんとも思わない。彼らはジャップに対して、動物以下の関心しか示さない。こうし
た行為が大目に見られているのだ。）
と、やはり先の乃皿e誌と’同じく米軍の「目には目を」の報復行為を堂々と記している。
　やや通俗的ではあるが科学雑誌の8d㎝㏄D壇e並は・1945年3月号に“Why　Ameエiom；H旦te座．Mo祀thm
Mzi冒’Iという見出しの記事を載せた。戦時申の憎悪語である助岳とN朋おが、科学雑誌の題名にも用いられ
たのは少し驚き・である。もっともこの記事は話題設定からして非科学的な感情的なもので・同じ敵でも白人の
ドィツ人と違って・日本人の肉体的な遠いド対する違和感・（cパーyel1ow　m㎝key冒’’）に・憎悪の理由を求めた
ものらしい。枇w　Yo此皿皿e∫の新聞記者Toli畠ohu畠も、敵国人をあらわす憎悪語を二つ並べた言い方に従い、
自著丁』止γoRe㏄rd（1943〕の第2呂章を＾Ni旧呂．㎜dN且zi“’（p．7呂）と名づけたという（p．7宮）。
4人種差別用語撤廃の困難な状況（あとがきに代えて〕
　かつて存在し、今も存在する特定の差別語を存在しなかったもの、存在しないものとすることは出来ない。
それは歴史に刻まれており、現在も使用され続けられているからである。被差別者が差別者によって投げつけ
られた差別語から差別的意味やrましてや憎悪の感惰を抜き去ることは出来ない。被差別者は社会のマイノリ
ティであり十弱者（羨望の的になる強者に逆転する場合もまれにありうるが）であり・よそ者・敵対者である
とみなされるがゆえに差別されるのである白差別語をなくさないまでも減少させる方法には・法的・文化的に
その語を使用禁止にしタブー語にすることも考えられるが、人の心を規制しようとするのは無理な相談で非現
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実的な話であ乱前に見た「性差別用語」では・femhi苫mやpo1itio釦1y　ooπeotの普及による言い換え語の提案
によってかなりの部分が解決を兄れ「陸差別用語」の場合は・珊㎜のつく職業語のように・その職業に女件
も就いていることを承知で、またその逆に従来女性接尾辞の一e舶をとる職業が女性に固有なものと言いえな
いことを承知で、差別の意識なく社会的慣用として、公式文書にさえ使用されてきたものが多かったので、新
たな言い換え表現に成功したと恩われ乱
　しかし「人種差別用語」では話しは遥かに深刻であ乱確かにr黒人」の場合は、皿触帆皿昭m，㎝1o祀dな
どの侮蔑語や不快語を言い換え語の＾舳舳＾皿巴庇㎜に、切を切釦e舵ん祀此加に言い換えることは形式的・
には可能だが、言い換え語では差別・侮蔑・憎悪の感11青表現にはならない。人間は一般に理性よりも感情の生
き物である。「人種差別用語」は特にその意図的な使用が特徴であるため、その多くが造語法的には、効果を
求めて正式名称を意図的に省略または改変したものが多い。従って根深い蔑視と憎悪の感情がこめられた「人
種差別用語」には代替え表現は求めにくく、そうした感情がなくならない限りそうした用語を廃用にできない。
この点が・多くの「性幸別用語」（職業名〕と著しく異なる点であ糺では「人種差別用語」を滅少させ、な
くす方法はないのか。結局、差別が過去の怨11艮に由来するものであれぱ、過去の歴史認識を長いスパンから見
直し、もL誤解や短絡的思考に基づくものであれば啓蒙と教育によって知らしめ、被差別者が差別者と同等
の人権と平等と人間の尊厳を有Lていること’を認識させ、相手の立場に立ち他者の痛みが分かる人間教育を忍
耐強く施すしかないだろ㌔筆者のように、目本人が自らに対する侮蔑語のJ即ωを研究することに、自虐
的であるとの意見が、単純すぎる愛国者や保守派の人々から出ると思われるが、歴史的事実を明らかにするこ
とは現代に生きる者の務めである。アメリカにおける切ωを含む資料の保在は、日系人の場合は当然として
も’、その他のものも多いことに感心させられる。自らの汚点の一部とも考えられる人種差別に関するさまざま
な資料が、実際の博物館やウエプサイトの歴吏資料館やいくつかの大学のコレクションに保存されているのを
見ると、アメリカの懐の深さが感じられる。最後に、原稿を読んでコメントをくださった笹川壽昭氏、成田圭
市氏・レコード音声から＾R直memb巳エPe趾1H皿boT’’の歌詞を書き取る仕事’を助けてくださった’G肥go正y　Dum
氏、それに本論の一部を．卒論で扱った元ゼミ生の鏡幸恵君に感謝の意を表します。
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